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も
考
え
て
い
る
。

な
ぜ
複
合
施
設
に
こ
だ
わ
る

の
か
。
本
庁
舎
の
機
能
だ
け
で
い

い
の
で
は
な
い
か
。
八
木
駅
南
の

複
合
施
設
の
場
合
と
同
様
に
、
Ｐ

Ｆ
Ｉ
事
業
に
よ
っ
て
ま
た
莫
大
な

借
金
を
市
に
課
す
つ
も
り
か
。

必
要
最
小
限
の
経
費
で
い
い

も
の
を
つ
く
っ
て
い
く
と
い
う
こ

と
の
中
で
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
は
１
つ
の
手

段
で
あ
る
と
心
得
て
い
る
。
今
の

時
代
、
や
は
り
官
だ
け
で
は
何
も

で
き
な
い
の
で
、
で
き
る
だ
け
民

間
と
も
連
携
し
な
が
ら
事
業
を
進

め
て
い
き
た
い
。

一般質問

竹
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衛

竹
森　

衛

（
日
本
共
産
党
）

２
０
１
６
年
度
予
算
編

成
に
つ
い
て
の
方
針

地
方
自
治
法
第
２
条
に
「
地

方
公
共
団
体
は
、
そ
の
事
務
を
処

理
す
る
に
当
つ
て
は
、
住
民
の
福

祉
の
増
進
に
努
め
る
と
と
も
に
、

最
少
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を
挙

げ
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
あ
る
。
予
算
編
成
に
当
た

り
基
本
方
針
へ
の
考
え
は
。
監
査

委
員
の
意
見
書
に
は
、「
財
政
の

硬
直
化
が
継
続
し
て
い
る
」
と
あ

る
中
、
住
民
全
体
の
福
祉
を
念
頭

に
置
い
て
の
考
え
は
。

１０
月
初
め
に
予
算
編
成
方
針

を
全
職
員
に
示
し
、
組
織
全
体
と

し
て
何
に
重
点
を
置
く
か
示
し
た
。

財
源
確
保
に
努
め
る
一
方
、
施
策

に
優
先
順
位
を
つ
け
、
計
画
・
重

点
的
な
配
分
に
徹
す
る
こ
と
を
通

知
し
た
。
監
査
委
員
の
指
摘
は
、

そ
の
と
お
り
で
あ
り
、
全
体
の
バ

ラ
ン
ス
を
保
ち
な
が
ら
予
算
編
成

を
行
い
た
い
。

何
に
重
点
を
置
く
の
か
。
新

３
大
事
業
を
進
め
る
わ
け
だ
が
、

分
庁
舎
と
ホ
テ
ル
の
複
合
施
設
、

八
木
駅
北
、
医
大
前
に
使
う
総
額

は
。
５
年
、
１０
年
計
画
な
ど
、
明

確
な
答
え
を
聞
き
た
い
。

３
大
事
業
を
中
心
と
し
、
市

制
６０
周
年
関
連
事
業
、
ま
た
実
施

計
画
の
上
位
事
業
、
例
え
ば
第
４

次
の
総
合
計
画
策
定
事
業
、
観
光

基
本
計
画
策
定
事
業
、姉
妹
都
市
・

観
光
団
事
業
、
待
機
児
童
解
消
事

業
等
を
重
点
事
業
と
し
予
算
編
成

を
進
め
て
い
る
。
財
政
計
画
上
、

庁
舎
は
６５
億
円
、
八
木
駅
北
周
辺

整
備
は
３５
億
円
、
医
大
に
つ
い
て

は
、
明
確
に
は
答
え
ら
れ
な
い
が
、

総
事
業
費
で
５０
億
円
を
見
て
い
る
。

安
倍
政
権
は
、
生
活
扶
助
等

の
基
準
の
見
直
し
を
行
い
、
２
０

１
３
年
か
ら
３
年
間
で
生
活
扶
助

費
を
約
６
７
０
億
円
カ
ッ
ト
し
た
。

他
の
諸
制
度
に
も
影
響
が
出
て
い

る
。
例
え
ば
住
宅
扶
助
基
準
が
切

り
下
げ
ら
れ
、
単
身
者
、
家
賃
が

上
限
４
万
円
か
ら
３
万
６
千
円
と

な
る
。
影
響
の
出
る
世
帯
数
と
世

帯
の
内
訳
は
。
ま
た
、
影
響
に
よ

る
転
居
状
況
や
転
居
後
の
健
康
状

態
な
ど
の
調
査
は
し
た
の
か
。

生
活
保
護
法
の
改
正
で
７
月

か
ら
住
宅
扶
助
が
減
額
さ
れ
、
実

家
賃
が
住
宅
扶
助
の
限
度
額
を
超

え
る
対
象
は
３
３
３
世
帯
と
な
っ

た
。
家
主
等
の
厚
意
で
家
賃
を
値

下
げ
し
た
ケ
ー
ス
が
３１
件
、
差
額

を
被
保
護
者
自
身
が
自
費
で
支
払

う
ケ
ー
ス
が
８２
件
、
市
内
転
居
は

３２
件
、
市
外
転
出
は
１
件
で
あ
る
。

転
出
さ
れ
た
方
の
健
康
状
態
等
の

把
握
は
し
て
い
な
い
。

生
活
保
護
世
帯
の
５
割
は
６５

歳
以
上
の
高
齢
者
で
、
転
居
と
な

る
と
再
度
人
間
関
係
を
築
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
国
の
勝
手
な
家

賃
の
減
額
に
よ
っ
て
、
転
居
せ
ざ

る
を
得
な
い
。
担
当
課
と
し
て
把

握
し
て
も
ら
い
た
い
が
。

自
立
を
阻
害
す
る
お
そ
れ
が

あ
る
場
合
は
、
転
居
す
る
こ
と
な

く
旧
基
準
限
度
額
の
範
囲
に
お
い

て
住
宅
扶
助
の
支
給
が
認
め
ら
れ

て
い
る
。
経
過
措
置
も
あ
り
、
現

状
を
把
握
し
た
上
で
、
混
乱
の
な

い
よ
う
実
情
に
応
じ
た
支
援
を
行

う
よ
う
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
に
指
示

し
て
い
る
。
被
保
護
者
に
寄
り
添

い
、
親
切
、
丁
寧
に
転
居
指
導
や

支
援
等
を
行
い
た
い
。

ひ
と
り
親
家
庭
の
経
済
的
支

援
の
施
策
に
つ
い
て
だ
が
、
所
得

税
法
上
、
寡
婦
控
除
の
対
象
外
と

な
り
保
育
料
な
ど
軽
減
が
受
け
ら

れ
な
い
。
み
な
し
適
用
で
経
済
的

負
担
の
軽
減
を
図
る
市
町
村
が
増

え
て
い
る
。
保
育
料
の
基
準
は
自

治
体
に
よ
っ
て
違
い
、
件
数
は
少

な
い
と
思
う
が
、
子
育
て
の
支
援

の
た
め
に
は
実
施
す
べ
き
で
あ
る
。

考
え
は
。

シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
の
寡
婦
控

除
の
み
な
し
適
用
は
、
国
の
制
度

に
則
し
た
形
で
進
め
た
い
。
件
数

は
推
計
だ
が
１０
件
未
満
と
思
わ
れ

る
。

年
少
扶
養
控
除
の
廃
止
に
よ

り
保
育
料
の
値
上
げ
を
行
う
市
町

村
は
多
い
が
、
多
子
世
帯
へ
、
み

な
し
適
用
に
よ
る
独
自
の
保
育
料

の
軽
減
策
は
と
る
べ
き
で
あ
る
。

実
態
把
握
と
今
後
の
進
め
方
は
。

保
育
料
の
算
定
基
礎
と
な
る

父
母
の
市
民
税
所
得
割
額
に
お
い

て
は
、
年
少
扶
養
控
除
の
み
な
し

適
用
が
廃
止
と
な
っ
た
。
１２
月
１

日
現
在
の
保
育
所
入
所
児
童
２
，

４
４
９
人
の
う
ち
保
育
料
が
変
わ

る
可
能
性
の
あ
る
方
は
３
９
１
人

（
約
１６
％
）
で
あ
る
。
県
下
で
は
、

葛
城
市
の
み
年
少
扶
養
控
除
を
適

用
し
て
お
り
、
県
下
の
状
況
等
を

見
て
研
究
し
た
い
。

妊
産
婦
健
診
に
つ
い
て
、
多

子
出
産
予
定
の
妊
産
婦
健
診
の
回

数
を
１４
回
か
ら
増
や
す
市
町
村
は

あ
る
の
か
。
ま
た
、
昨
年
度
、
出

産
し
た
方
１
，
０
５
７
名
の
う
ち
、

双
子
や
三
つ
子
等
の
多
子
出
産
の

方
は
何
名
か
。

回
数
券
を
増
や
し
追
加
交
付

し
て
い
る
団
体
は
神
戸
市
等
で
あ

る
。
多
子
出
産
数
は
把
握
し
て
い

市役所本庁舎
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